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これらの３条件を満たしている 

ヨーロッパフジツボの分布 

日本には住んでいなかった 

ヨーロッパフジツボを 

例に 

外来生物＝外来種とは？ 

もともと住んでいなかった場所へ人によって移動させられた生物 

発見地で在来種 

としての記録がない 

1 

発見地がこれまでの 

分布地と隔たっている 

2 

発見時またはそれ以前に 

その種の導入手段がある 

3 

空白地帯 

ヨーロッパフジツボの導入手段 

その生物が外来種かどうかをどうやって判断するのか？ 

外来種と判断される 

http://www.marineco.co.jp/alien/B_improvisus_l.html


外来種はなぜ問題なのか？  世界の海で様々な被害をもたらした 

外来種が引き起こした被害を金額に換算すると 

 1990年代には外来の魚類、節足動物、貝類を併せて毎年40億ドル以上の
被害が引き起こされている（Pimentel et al. 2001） 

・・・（北米の事例） 
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（Hewitt and Campbell 2010を改変） 
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外来種を運ぶもの  
スエズ運河の開通 

導入手段 
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バラスト水
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その他
不明

それぞれの導入手段が日本の海域へ 

もたらした外来種の種数割合（％） 

ー日本の場合は？ー 外来種の導入手段 
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では、船体付着の実際はどうなんだろう？ 

ある一般貨物船の 

船体付着生物個体数 

 0.1m2あたり 

  5,160個体の 

  生物がみられた 

 

 強固な固着力を 

   持つフジツボ類が 

    最も多い 

シーチェストグレーチングに付着した 

フジツボ類 



船体付着で運ばれる生き物たち 

35.1 
53.3 

39.6 

53.3 

0%

20%

40%

60%

80%

100%

一般貨物船 自動車運搬船 石炭専用船A 石炭専用船B 

多毛綱 

二枚貝綱 

フジツボ亜目 

端脚目 

その他 

日本の港へ入港したさまざまな船舶の付着生物 



カルエボシ イワフジツボ Tetraclitella 

    purpurescens 

Yamaguchiella 

     coerulescens 

タテジマフジツボ ヨーロッパ 

     フジツボ 

ミナミクロフジツボ 

サクラフジツボ Balanus sp. サラサフジツボ サンカクフジツボ 

Megabalanus 

              ajax 

ココポーマ 

アカフジツボ 

ミナミアカフジツボ アカフジツボ 
Megabalanus  

         validus 
オオアカフジツボ 

ある船舶から見つかったフジツボ類 

ある船の船体から21種もの 
フジツボがみつかりました 

Austrobalanus 

        imperator 

Tesseropora 

              rosea 

わが国への外来フジツボもいました 



日本の海の外来種は  

少なくとも５５種（岩崎, 2018） 
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日本の外来種の現状 
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交雑・遺伝子攪乱

健康被害

14件の記録がある 

外来種がもたらすリスクとは？－さまざまな被害が起こっている－  

 日本国内で記録された主な被害 

コウロエンカワヒバリガイ 

ムラサキイガイ 

ヨーロッパザラボヤ 
サグロタマツメタ 

カラムシロ 

カサネカンザシ カニヤドリカンザシ 

ムラサキイガイ ヨーロッパザラボヤ 

ミドリイガイ ムラサキイガイ 

ムラサキイガイ 

シナハマグリ 



対象種 駆除に成功した場所 駆除開始年 

イボニシ カナダ（ブリティッシュコロンビア州） 1951 

ジャイアントケルプ アイルランド 1960年代 

ヒガタアシ（水生植物） ニュージーランド（南島）、日本（愛知県） 1987、2011 

モエギイガイ 南オーストラリア 1996 

Tereberasabella heterouncinata 

（多毛類：ケヤリ科の1種） 
アメリカ（カリフォルニア州） 1996 

ワカメ ニュージーランド、オーストラリア 2001 

イガイダマシ オーストラリア（ダーウィン市） 1999 

イチイヅタ アメリカ（カリフォルニア州） 2000 

外来種がもたらすリスクを避けるために 

外来種は持ち出さない持ち込ませない 一旦入り込んだ 

外来種の駆除は難しい 

（Williams & Grosholz, 2008、木村ほか, 2016、㈶自然環境研究センター,2019による） 

しかし、駆除に成功したのは・・・ 

今世界では1,700種を超える海の外来種が確認されている 
（Hewitte & Campbell, 2010） 



外来種がもたらすリスクを避けるために 

 外来種発生を防ぐための規則、法令、条約などの整備 

 

 船体への生物付着を防ぐ有効な防汚塗料やその他防汚 

   技術開発、除去技術の開発など船体付着防止策の検討 

外来種は持ち出さない持ち込ませない 

これらの現状や課題については、この後の発表で 

明らかにされて行くものと思います 

ご清聴ありがとうございました 

外来種の発生を防ぐ 


